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りですが，木曜日以外は朝 ７ 時15分からのカンファレンス（ドイツ語）から始まります。木曜日だけ ７ 時 5
分からレクチャーがあり，スクリーンルームでドイツ語のレクチャーを受けます。そのあと，医師控室に移
り，今日のオペ予定を確認して，自分が見たいオペを見に行きます。 1 日にひとつのオペ室で 3 件，オペ室
は 8 つあり， 1 日で約20件前後のオペが行われているので，毎日見たいと思えるオペが必ずあります。更衣
室はカードキーがないと入室できないので，医師と一緒に行くか，扉をノックして開けてもらいます。ロッ

















ケルン，ドルトムント，フランクフルトへ行くことができました。特に 6 月はドイツの大きなお祭りが 2 つ
もベルリンで開催されるほか，サッカーのワールドカップもあったので，非常に楽しめました。
左：Dr.Michiel Morshuisと　右： 1 か月滞在した民家
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とができますし，毎日が発見と驚きの連続です。 1 歩を踏み出すには勇気が要るとは思いますが，その 1 歩
の先には未知の世界が広がっています。各々がその未知を発見し，自分の人生の糧としていけば良いのでは
ないかと思います。是非，興味のある方はこうした機会に海外で実習してみて下さい。
左：LGBTのプライドパレード@Berlin　右：血のソーセージ（Blood Wurst）@ Köln
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写真：最終日に見学したVADのオペ。Dr.Michiel Morshuis，オペ看さん，日本人助手× 2
